
【様式５】 

誓 約 書 

  年  月  日 

  成田空港周辺地域振興連絡協議会 

   会 長  熊 谷 俊 人 様 

住   所 

（主たる事務所の所在地） 

団 体 名 

代表者氏名 

           ㊞ 

 私は、（法人その他の団体にあっては、その役員等（業務を執行する社員、取締役、執

行役若しくはこれらに準ずる者、相談役、顧問その他の実質的に当該団体の経営に関与

している者又は当該団体の業務に係る契約を締結する権限を有する者をいう。））下記の

事項のいずれにも該当せず、将来においても下記の事項のいずれにも該当しないことを

誓約します。 

 なお、誓約した内容と事実が相違することが判明した場合には、負担金の交付を受け

られないこと又は負担金の交付の決定の全部若しくは一部を取り消されることになっ

ても異議はありません。 

また、これにより生じた損害については、当方が一切の責任を負うものとします。 

 

記 

１． 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条第６号に規定する暴力団員（以下｢暴力団員｣という。) 

２． 次のいずれかに該当する行為(（イ）又は(ウ)に該当する行為であって、法令上の

義務の履行としてするものその他正当な理由があるものを除く。)を行った者(行な

う者も含む。また継続的に又は反復して当該行為を行うおそれがないと認められる

者を除く。) 

（ア） 自己若しくは他人の不正な利益を図る目的又は他人に損害を加える目的で、

情を知って、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に

規定する暴力団（以下｢暴力団｣という。）又は暴力団員を利用する行為 

（イ） 暴力団の活動を助長し、又は暴力団の運営に資することとなることを知りな

がら、暴力団員又は暴力団員が指定した者に対して行う、金品その他の財産上

の利益若しくは便宜の供与又はこれらに準ずる行為 

（ウ） 成田空港地域共生・共栄会議の協働事業の実施に際して、請負契約、物品を

購入する契約その他の契約の相手方（法人その他の団体にあたっては、その役

員等）が暴力団員であることを知りながら、当該契約を締結する行為 

３． 暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者 


